東海大学は，2012年度入試から，二次選考として小論文500字以内（30分），面接（約10分）が課されるようになりました。

　　
（その1）

以下の文章を読んで下の問題に答えてください。（30分） 

　「国民国家」(nation state)，近・現代西欧においてあまねく称揚され，ある時期にはほとんど神聖視され，その名のもとに国家と社会あるいは民族との幸福な調和が語られたこの国家像が，いまやいずれをとわず色褪せてみえる。「国民国家」のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(・・・),歴史的)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(・・),意義)をいかに高く評価するにせよ，今日，社会学的にみれば，「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ナショナル),国民的)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ユニティ),統一)」という観念と現実とのギャップ，いいかえれば拡大し，多様化し，異質化する現実とのへだたりはいかんとも否定しがたい。社会生活はいまや広大な構造連関のうちにあり，商品市場や労働市場のひろがり，人的交流と結合やおなじ文化価値の共有等の範囲は，しばしば国境をはるかに超えている。それでいて，同一国家の境界内に焦点を合わせると，なんと多様な人間集団の，社会的にも文化的にも異質な生活が展開されていることであろうか。

　近代社会のうちにマルクスが諸階級への分裂とその分裂線のインターナショナルな貫通をみ，他方，ジンメルやデュルケムらの社会学者が社会的分化と異質化の趨勢をみていたことを思い起こすまでもなく，社会学的には，近代とはむしろ分化・異質化の契機ぬきには理解されないものである。それに二十世紀後半の特有の現実は，「北」から「南」へと，国境を大きく超えた労働市場をつくりだし，後者から前者への「民族移動」をうながしている。今日，パリ，ロンドン，西ベルリン等の街頭に立つものは，これらの国々がすでに”多民族国家”に変貌をとげつつあるという印象をぬぐえないのではなかろうか。

　こうしたなかでもし仮に「一にして不可分のネーション」という観念が実体化され，固辞されつづけるならば，トランスナショナルに化した現実に目をふさぎ，また逆に分化したさまざまな個人および集団の多様性の主張や表現を封じることになり，現実との致命的な乖離のなかで国内的および国際的な緊張を惹起せずにはいない。たとえば北アイルランドの流血の惨をともなう紛争，スペインのマドリッド政府とバスク民族主義の軋轢，「民族国家」イスラエルとアラブの宿年の対立・抗争などがそれであり，アジア，アフリカでも類似の緊張があって，今日の世界の平和の条件にふかくかかわる問題点をそのうちにはらんでいる。

　

〔問題〕

　本文の下線を引いた部分について，賛成する立場，反対する立場のどちらかに立って，800字以内で自由に記述してください。

（その2）

以下の文章を読んで下の問題に答えてください。（30分）
　モンテーニュに言わせれば，神さまは死の安楽を知っているから，人間どもがあまりEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(はや),逸)って死を企てないように，わざと，死にいくらかの苦みをまぜたにすぎない，ということになる。生死はどうでもいいこと（アンディフェラン）だ，などと言うと，いかめしいストア派の哲学者の面影を思い浮かべる人があるかも知れないが，モンテーニュには，そういう虚勢はない。彼はルクレティウスの流れを汲む自然順応の思想に身を托しているのである。
　モンテーニュは死の恐ろしさがどこから来るかを，率直に打ち明ける。死そのものよりもいっそうわれわれを恐れさせるのは，死のまわりをとりまく恐ろしい顔つきや道具立てである。いつもとちがう雰囲気，家族の泣き声，人々の青ざめた顔，陽のささない部屋，火影のゆらめく蝋燭，医者や司祭にとりかこまれた枕もと，すべてが恐れとおののきばかりである。これでは当人はすでに埋葬されたも同然である。「こんな物々しい支度をする暇もなく死ねたら，どんなに幸福だろう」。モンテーニュはそう告白する。
　歯を食いしばり眉根に皺を寄せたいかめしい顔つきはモンテーニュの好ましいところであるにしても，平常と少しも違わない態度で，EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しょうよう),従容)として死に臨むソクラテスの姿には，さすがのモンテーニュも，敬服せずにはいられない。ほんの少しでも真の哲学を求めたことがある人ならば，ソクラテスが，投獄されたり，鉄鎖につながれたり，死刑の宣告を受けたりした出来事において，たんに恐怖と情念からまぬがれていたと想像するだけで，満足することができるだろうか？ソクラテスのうちにはたんに剛毅と堅忍があったばかりでなく，彼の最後の言動のうちには，何かしら新たな満足と陽気な歓びがあったことを，認めない者があるだろうか？ソクラテスの死は，ただ『美しい』と評するよりほかに言いようがにない。モンテーニュはそうまで言っている。
松浪信三郎『死の思索』
〔問題〕
　本文の下線を引いた部分について，賛成する立場，反対する立場のどちらかに立って，800字以内で自由に記述してください。
すばらしい答案を期待しています。
[受講申し込み方法]
・入塾金：無料
・受講費：３，０００円（税込み）×模試の数
１　　お申込み
別紙に，模試添削希望，郵便番号，住所，氏名，電話番号等をなるべく詳しく明記して，現金書留に「添削料金３，０００円×模試の数」と「原稿用紙に書いた解答」を送付してください。
２　　領収書
　領収証は、確認メールや各種郵送物の不着等が発生した場合の予防策として、受講終了時まで御手元に保管いただきますようお願い致します。
３　　添削の返却
　　　可及的速やかに返却しています。受信日当日を目標に返却しています。
